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症 例 報 告  

無 痛 分 娩 後 の 総 腓 骨 神 経 麻 痺 へ の 鍼 灸 治 療 

                      平 成 3 0 年 7 月 2 6 日  

神 奈 川 県 鍼 灸 師 会  山 野  晴 美  

 

本 症 例 は 硬 膜 外 無 痛 分 娩 ※ 1 後 1 日 目 に 右 下 腿 外 側 か ら 足 背 に か け て

し び れ と 、 下 垂 足 を き た し て い た 褥 婦 に 対 し て 絞 扼 性 神 経 障 害 に よ る

総 腓 骨 神 経 麻 痺 と 診 断 し た 。 翌 日 よ り 自 身 で 足 関 節 運 動 の リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン を 行 っ て も ら い 、 退 院 5 日 目 に 鍼 灸 治 療 を 開 始 し た 。  

 

症  例 ： 3 8 歳  女 性  主 婦  3 人 目 の 里 帰 り 分 娩  

初  診 ： 平 成 2 9 年 9 月 1 5 日 （ 産 褥 1 日 目 ・ 出 産 翌 日 ）  

主  訴 ： 右 下 腿 外 側 面 の し び れ と 筋 力 低 下  

現 病 歴 ： 症 例 は 経 産 婦 で 、 前 2 回 の 出 産 は 自 然 分 娩 で あ っ た 。 こ れ ま

で の 出 産 で 下 肢 症 状 発 症 の 経 験 は 無 い 。 今 回 3 回 目 の 出 産 で 初 め て

無 痛 分 娩 を 行 っ た 。 妊 娠 中 は 経 過 良 好 で 特 記 す る 事 は な い 。 妊 娠

2 0 週 か ら 体 作 り の た め の セ ル フ ケ ア と し て 三 陰 交 の 自 宅 施 灸 を 指

導 し て い た 。  

今 回 の 無 痛 分 娩 は 、 平 成 2 9 年 9 月 1 4 日 に 硬 膜 外 麻 酔 で 行 っ た 。

第 3 - 4 腰 椎 の 棘 突 起 間 腔 か ら 穿 刺 し 、 カ テ ー テ ル 留 置 後 麻 酔 を 開 始

し た 。 コ ー ル ド テ ス ト ※ ２ を 実 施 し た と こ ろ 麻 酔 有 効 域 ※ ３ が 左 側 は

T h 1 0 か ら S 5 領 域 に 達 し た が 、 右 側 は T h 1 0 か ら L 5 領 域 ま で し

か 伸 び な か っ た た め に 、 右 側 臥 位 に て 上 半 身 の み ギ ャ ッ ジ ア ッ プ ※

４ を し て 7 0 度 程 度 で 状 態 保 持 し 1 . 5 時 間 程 度 同 姿 勢 で 麻 酔 薬 を 追 加

し た 。 分 娩 後 の コ ー ル ド テ ス ト は 左 右 共 に T h 1 0 か ら S 5 ま で 冷 感

を 感 じ な い 状 態 で あ っ た 。 下 肢 は 左 右 と も し び れ を 強 く 感 じ て お り

麻 酔 の 効 果 が 持 続 し 、 膝 立 て は 自 動 で は で き な い 。 そ の た め に 分 娩

後 2 時 間 で 尿 道 カ テ ー テ ル を 留 置 し 、 車 い す で 分 娩 室 か ら 病 室 へ 移

動 し ベ ッ ド 移 動 も 介 助 を 要 し た 。  

今 回 の 発 症 は 、 分 娩 後 翌 朝 8 時 に 右 下 腿 外 側 面 の し び れ が 分 娩 後

半 日 経 過 し て も 残 存 し て い た た め に 発 覚 し た （ 図 1 ）。 ま た 、 膝 の

外 側 の 皮 膚 接 触 時 に し び れ の 増 悪 も あ っ た 。 座 位 保 持 は 長 時 間 可 能

で あ り 、 硬 膜 外 穿 刺 後 頭 痛 （ P D P H ※ ５ ） は な い 。 右 足 関 節 の 背 屈

が で き ず 、 下 垂 足 は あ っ た も の の 、 麻 痺 側 の サ ポ ー ト に て 歩 行 可 能

な 状 態 で あ り 、 仰 臥 位 で 回 復 を 待 っ て い る 。 下 肢 の 痙 性 歩 行 は な い 。  

一 般 状 態 は 良 好 で あ る 。   

既 往 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し 。  
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家 族 歴 ： 特 記 す べ き こ と な し 。  

診 察 所 見 ： 身 長 1 6 2 c m 、 体 重 6 0 K g 。 腰 椎 の 側 弯 は 立 位 で 右 凸 で あ

る も 座 位 で は 出 現 し な い 。 前 弯 は 正 常 で 階 段 変 形 な し 。 前 屈 痛 陰 性 。

側 屈 痛 陰 性 。 後 屈 痛 陽 性 で 左 の 仙 腸 関 節 部 に 痛 み を 誘 発 し た 。 ア キ

レ ス 腱 反 射 左 右 正 常 。 膝 蓋 腱 反 射 左 右 正 常 。 下 肢 伸 展 挙 上 テ ス ト 左

右 陰 性 。 K ボ ン ネ ッ ト ・ テ ス ト 左 右 陰 性 。 股 内 旋 ・ 外 旋 テ ス ト 陰

性 。 ニ ュ ー ト ン ・ テ ス ト 陽 性 で 左 仙 腸 関 節 部 に 誘 発 。 大 腿 動 脈 左 右

拍 動 を 触 知 。 大 腿 神 経 伸 展 テ ス ト 左 右 陰 性 。 右 腓 骨 頭 後 方 で の 押 圧

で 下 肢 外 側 か ら 指 先 に む か っ て 放 散 す る し び れ あ り 。 右 母 趾 背 屈 力

の 減 弱 あ り 、 左 は 正 常 。 触 覚 障 害 は 右 下 腿 外 側 面 お よ び 右 第 5 趾 を

除 く 足 背 部 に 鈍 麻 あ り 。 特 に 、 第 1 趾 と 第 2 趾 の 間 の 指 の 付 け 根 付

近 に し び れ を 強 く 訴 え る 。 安 静 座 位 時 の 右 下 肢 の し び れ を 経 過 観 察

の 指 標 と し 、 9 月 1 4 日 の 分 娩 中 の し び れ 感 覚 を 最 大 2 0 と し て そ の

日 の し び れ を P a i n  S c a l e で 確 認 す る 事 と し た 。 産 褥 1 日 目 の 値

は 1 5 ～ 1 7 で あ る 。 脱 力 の た め 右 足 関 節 の 外 転 お よ び 背 屈 不 可 （ 下

垂 足 ）。 左 足 関 節 外 転 、 背 屈 正 常 。 右 第 1 中 足 趾 節 間 関 節 （ 以 下 ；

第 1 M T P 関 節 ） 伸 展 1 5 度 。 右 足 関 節 伸 展 1 0 度 。（ 表 1 、 表 2 - 1 ）。  

診  断 ： 本 症 例 は 麻 酔 分 娩 中 に 総 腓 骨 神 経 麻 痺 を 発 症 し た と 考 え る 。  

し び れ の 強 さ や 下 垂 足 な ど の 運 動 神 経 症 状 の 範 囲 が 一 致 し て い る

こ と か ら 末 梢 神 経 障 害 が 考 え ら れ る 。 大 腿 神 経 伸 展 テ ス ト 、 下 肢 伸

展 挙 上 テ ス ト 、 Ｋ ボ ン ネ ッ ト ・ テ ス ト が 陰 性 で あ り 膝 蓋 腱 反 射 が 正

常 で あ る こ と か ら 神 経 根 症 や 梨 状 筋 症 候 群 は 考 え に く く 、 そ の た め 、

そ れ 以 下 の 末 梢 絞 扼 性 神 経 障 害 と 考 え た 。 １ ） ２ ） ３ ）  

無 痛 分 娩 中 、 長 時 間 の 同 一 姿 勢 保 持 に よ っ て 総 腓 骨 神 経 の 絞 扼 か

ら の 麻 痺 症 状 と 診 断 し た 。 ま た ニ ュ ー ト ン ・ テ ス ト 陽 性 と 後 屈 痛 で

痛 み が 左 仙 腸 関 節 に 誘 発 さ れ た こ と は 、 分 娩 に よ る 腸 骨 の 開 閉 の ず

れ か ら 生 じ た 仙 腸 関 節 弛 緩 症 を 視 野 に 置 く べ き と 考 え た 。 本 疾 患 は

鍼 灸 治 療 に 適 応 す る 。 早 期 か ら の 鍼 灸 治 療 が 必 要 と 考 え る が 分 娩 後

間 も な く で あ り 、 体 調 管 理 も 必 要 な こ と か ら 入 院 中 は リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン を 主 体 に 指 導 の み と し 、 退 院 後 す ぐ に 鍼 灸 治 療 を 開 始 す る 事

と し た 。  

対  応 ：（ 9 月 1 5 日 、 産 褥 1 日 目 の 対 応 ） 今 の 症 状 は お 産 の 時 に と っ

た 体 勢 で 足 の 外 側 を 走 っ て い る 神 経 が 圧 迫 さ れ 、 足 首 や 足 指 の 動 か

し に く さ 、 足 の 違 和 感 が 出 て い ま す 。 正 座 を し て 足 が し び れ て い る

状 態 と 同 じ 感 じ で す 。 治 療 と し て は 圧 迫 さ れ た 神 経 の 血 流 を 改 善 す

る こ と 、 圧 迫 さ れ た 神 経 の 周 り の 筋 肉 を 緩 め る こ と 、 圧 迫 さ れ た 神

経 の 違 和 感 を 改 善 す る よ う に し ま す 。 し か し 今 は 産 後 す ぐ で あ り 、
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今 後 足 が 浮 腫 む 等 の 体 の 変 化 が 起 こ る 時 期 の た め に 、 体 調 が 落 ち 着

い て か ら 鍼 灸 治 療 は 開 始 し 、 入 院 中 は 足 の 指 や 足 首 の マ ッ サ ー ジ を

中 心 に 行 っ て い き ま し ょ う 。 そ し て 退 院 の 日 に 、 足 の 神 経 や 周 り の

筋 肉 に 細 い 鍼 を 刺 し て 治 療 し て い き ま す 。 退 院 後 、 次 回 病 院 に 来 る

ま で の 1 週 間 は 自 宅 で 印 を つ け た と こ ろ に 温 灸 を し て く だ さ い 。 感

覚 の 回 復 は 時 間 が か か り ま す が 、 早 く か ら 始 め て い け ば 動 き と 共 に

改 善 す る と 思 い ま す 。  

治 療 ・ 経 過 ：  第 1 回 目 の 治 療 と し て 、 産 褥 1 日 目 か ら 4 日 目 の 入 院 中

の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 患 部 の 血 流 改 善 目 的 で 、 自 分 で 足 関 節 の 回

転 運 動 と 屈 伸 運 動 を 行 う 事 、 足 三 里 に セ イ リ ン 社 P y o n e x  Z E R O

を 貼 り 、 前 脛 骨 筋 の マ ッ サ ー ジ も 指 導 し 、 行 っ て も ら っ た 。  

第 2 回 目 （ 9 月 1 9 日 、 産 褥 5 日 目 ） 産 褥 2 日 目 に 尿 道 カ テ ー テ ル 抜 去

し 、 ト イ レ 歩 行 は 支 え が あ れ ば 可 能 な 状 態 で あ っ た 。 尿 意 お よ び 自

尿 あ り 。 医 師 か ら メ チ コ バ ー ル が 処 方 さ れ た 。  

産 褥 5 日 目 の 本 人 の 感 覚 は 、 し び れ に 近 く 指 先 が 冷 た く 感 じ 、 脚

が 浮 腫 ん で い る が 、 何 と か 歩 行 可 能 で あ る と 表 現 し た 。 右 下 腿 外 側

の し び れ は P a i n  S c a l e 1 0 ～ 1 1 。 歩 行 は 支 え が な く て も 可 能 で

あ る が ゆ っ く り だ っ た （ 表 2 - 2 ）。 下 肢 の 浮 腫 は 左 右 差 な し 。 ニ ュ

ー ト ン ・ テ ス ト 陽 性 で 左 仙 腸 関 節 部 に 痛 み 誘 発 す る 。 腰 椎 後 屈 に よ

る 仙 腸 関 節 部 の 痛 み は 消 失 し て い た 。  

本 日 よ り 鍼 灸 治 療 を 開 始 し た 。 前 脛 骨 筋 、 長 母 指 伸 筋 腱 、 長 指 伸

筋 お よ び 長 ・ 短 腓 骨 筋 、 浅 腓 骨 筋 お よ び 浅 ・ 深 腓 骨 神 経 両 方 へ の 刺

激 を 目 的 と し 、 ス テ ン レ ス 鍼 1 寸 3 番 （ 4 0 m m － 1 6 号 ） を 用 い 患 側

の 陽 陵 泉 、 解 渓 と 太 衝 に 約 5 m m の 深 さ 、 光 明 に は 約 1 0 m m の 深

さ 、 足 三 里 、 上 巨 虚 に は 約 1 5 ～ 2 0 m m の 深 さ で 刺 鍼 し た 。 ま た 自

宅 施 灸 は 両 側 の 三 陰 交 、 患 側 の 陽 陵 泉 と 足 三 里 に 、 カ マ ヤ ミ ニ の 弱

1 壮 を 毎 日 実 施 す る よ う 指 導 し た 。  

第 3 回 目 （ 9 月 2 6 日 、 産 褥 1 2 日 目 ） 自 宅 で ゆ っ く り で あ る が 安 定 し

て 歩 け る よ う に な っ た 。 足 の し び れ も あ ま り 気 に な ら な く な っ た 。

患 側 の し び れ は 軽 減 し P a i n  S c a l e 4 ～ 5 。 歩 行 の ふ ら つ き な し 。

ニ ュ ー ト ン ・ テ ス ト 陰 性 。  

右 第 1 M T P 関 節 は 伸 展 2 5 度 。 足 関 節 伸 展 2 0 度 で 軽 度 改 善 。 外 転

可 能 と な る 。 治 療 と し て 足 三 里 と 上 巨 虚 間 に 5 H z で 通 電 1 0 分 実 施

（ ス テ ン レ ス 鍼 1 寸 6 番 ： 5 0 m m ― 2 0 号 使 用 ）。 陽 陵 泉 と 太 衝 に 約

5 m m の 深 さ 、 光 明 に は 約 1 0 m m の 深 さ で 刺 鍼 し 置 鍼 し た 。 自 宅

施 灸 は 継 続 と し た （ 表 2 － 3 ）。  

第 4 回 目 （ 1 0 月 1 0 日 、 産 褥 2 6 日 目 ） 前 回 の 治 療 後 は す ご く 足 が 動 か
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し や す く な り 楽 に な っ た 。 お 灸 を す る と 、 足 の 疲 れ が 取 れ る 気 が す

る 。 患 側 の し び れ は 第 1 ・ 2 指 間 の み と な り 、 P a i n S c a l e 2 で 、 上

の 子 供 た ち と 公 園 に 散 歩 に 行 け る よ う に な っ た 。 ま た ゆ っ く り 走 れ

る よ う に な っ た 。 右 第 1 M T P 関 節 伸 展 3 5 度 。 足 関 節 伸 展 2 0 度 で

動 き は ス ム ー ズ と な る 。 深 腓 骨 神 経 に ア プ ロ ー チ し 、 足 三 里 と 上 巨

虚 間 で 5 H z に て 通 電 1 0 分 実 施 。 ス テ ン レ ス 鍼 1 寸 6 番

（ 5 0 m m ― 2 0 号 ） 使 用 。 陽 陵 泉 と 太 衝 に 約 5 m m の 深 さ で 刺 鍼 し

置 鍼 。 自 宅 施 灸 は 継 続 と し た （ 表 2 － 4 ）。  

  そ の 後 1 1 月 2 0 日 電 話 に て 状 況 確 認 す る と 、 し び れ は 改 善 し 、 日

常 生 活 に 支 障 な い と の 話 で あ っ た た め 、 生 活 指 導 を 伝 え て 治 療 終 了

と し た 。 そ の 後 の 生 活 指 導 の 内 容 は 、 自 宅 で の 生 活 で 気 を 付 け て ほ

し い こ と と し て 、 下 肢 を 冷 や さ な い こ と 、 正 座 や 胡 坐 は 控 え る こ と 、

ま た 転 倒 し や す い の で 動 く 前 に 下 肢 の マ ッ サ ー ジ を 行 い 、 毎 日 お 灸

は 継 続 す る よ う に 促 し た 。  

考  察 ： 本 症 例 は 硬 膜 外 麻 酔 分 娩 中 に 起 こ っ た 総 腓 骨 神 経 麻 痺 と 判

断 し た 。 １ ・ ２ ・ ３ ・ ４ ・ ５ ） 以 下 に そ の 理 由 を 述 べ る 。  

１ 、 し び れ の 部 位 が 総 腓 骨 神 経 領 域 以 外 に 症 状 を 訴 え な い 。 １ ・ ３ ）  

２ 、 麻 酔 覚 醒 後 の 発 症 で あ り 、 麻 酔 の 手 技 に よ る 以 下 の 副 作 用 が 出

現 し て い な い 。 ２ ・ ４ ・ ５ )  

・ P D P H ： 長 時 間 座 位 保 持 で 頭 痛 の 訴 え が な い 。  

・ 錐 体 路 障 害 は 診 ら れ な い ： 筋 ト ー ヌ ス は 弛 緩 性 で あ り 、 膝 蓋 腱

反 射 お よ び ア キ レ ス 腱 反 射 の 亢 進 は 診 ら れ ず 正 常 で あ っ た 。  

・ 膀 胱 直 腸 障 害 は み ら れ な い ： 尿 道 カ テ ー テ ル 留 置 し 自 尿 あ り 。

そ の 後 自 尿 、 尿 意 あ り 。  

そ の 他 と し て 、 仙 腸 関 節 弛 緩 症 が 併 発 し て い る と 考 え た 。 4 ）  

１ ） ニ ュ ー ト ン ・ テ ス ト は 産 褥 1 日 目 陽 性 だ っ た が 、 産 褥 1 2 日 目 に

陰 性 に な っ て い る こ と か ら 、 仙 腸 関 節 の 弛 緩 が 改 善 さ れ た 。  

２ ） 後 屈 痛 が 産 褥 5 日 目 に 消 失 し た た め 、 分 娩 に と も な う 骨 盤 周 辺

の 靱 帯 や 背 筋 群 の 緊 張 が 緩 和 さ れ た 。  

な お 、 除 外 し た 類 症 疾 患 は 以 下 の 通 り で あ る 。 １ ・ ３ ・ ４ ）  

１ 、 腰 部 椎 間 板 ヘ ル ニ ア  

膝 蓋 腱 反 射 、 ア キ レ ス 腱 反 射 正 常 、 下 肢 伸 展 挙 上 テ ス ト は 陰 性 。  

２ 、 梨 状 筋 症 候 群  

K ボ ン ネ ッ ト ・ テ ス ト 陰 性 。  

３ 、 股 関 節 障 害  

股 内 ・ 外 旋 テ ス ト が 陰 性 で 鼠 径 部 や 殿 部 の 疼 痛 で な い （ 表 1 ）。  

  本 症 例 は 第 4 ・ 5 腰 神 経 と 第 1 ・ 2 仙 骨 神 経 か ら な る 坐 骨 神 経 の 分
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枝 で あ る 総 腓 骨 神 経 が 、 無 痛 分 娩 の 麻 酔 下 で 、 側 臥 位 ギ ャ ッ ジ ア ッ

プ 7 0 度 の 姿 勢 を 継 続 し て 行 っ て い た た め 障 害 さ れ た 。 総 腓 骨 神 経 は

神 経 線 維 が 皮 下 の 浅 層 を 走 行 し 繊 維 が 菲 薄 で あ り 、 か つ 結 合 組 織 の

固 定 を 受 け る 箇 所 が 多 く 神 経 の 伸 展 性 が 少 な い 事 か ら 、 腓 骨 頭 で 圧

迫 を 受 け 、 絞 扼 性 の 神 経 障 害 と し て 発 生 6 ） し た と 考 え た 。 下 垂 足 は

あ っ た も の の サ ポ ー ト に て 歩 行 可 能 で あ っ た こ と と 、 産 褥 1 日 目 の

早 期 に リ ハ ビ リ を 開 始 で き た こ と で 入 院 中 の 改 善 に つ と め 、 退 院 後

す ぐ に 鍼 灸 施 術 を 行 う こ と に よ り 疼 痛 閾 値 の 改 善 と 血 流 改 善 に 努 め

ら れ た と 考 え た 。  

産 褥 期 は 、 1 か 月 は 自 宅 安 静 を 要 す る 体 力 で あ り 、 新 生 児 も い る

こ と か ら 外 出 が 制 限 さ れ て し ま う 。 そ の た め に 自 宅 温 灸 を 継 続 で き

た こ と は 週 1 回 の 限 ら れ た 治 療 の 中 で ド ー ゼ オ ー バ ー を 来 す こ と な

く 治 療 成 績 を 上 げ ら れ た 要 因 と 考 え る 。  

里 帰 り 出 産 で あ り 産 後 1 か 月 に は 自 宅 に 帰 る 都 合 か ら 計 3 回 の 施

術 と な っ た が 、 2 か 月 後 に は ほ ぼ 症 状 の 軽 快 を 認 め 治 療 終 了 と な っ

た 。 よ っ て 鍼 灸 治 療 は 概 ね 妥 当 で あ っ た と 考 察 す る 。  

 

補  足  

※1 ： 経 膣 分 娩 時 の 鎮 痛 を 目 的 と す る 無 痛 分 娩 の 種 類 の １ つ 。 硬 膜

外 腔 に カ テ ー テ ル を 留 置 し そ こ か ら 局 所 麻 酔 薬 や 麻 薬 な ど を 投 与

し 、 下 半 身 の 痛 み だ け を 取 る 方 法 。   

※2 ： 鎮 痛 効 果 の 評 価 方 法 の 一 つ で 、 温 度 感 覚 （ A δ 繊 維 ） の 消 失

を 確 認 す る テ ス ト 。 麻 酔 が 効 い て い る 範 囲 （ 麻 酔 高 ） の 確 認 に 使

用 す る 。  

※3 ： 麻 酔 高 を 、 デ ル マ ト ー ム を 参 考 に し て 表 し た も の 。 硬 膜 外 無

痛 分 娩 で は T H 1 0 か ら S 5 ま で の 麻 酔 高 が 必 要 で あ る 。  

※4 ： ベ ッ ド の 背 面 を 水 平 面 か ら 9 0 度 方 向 に 起 き 上 が ら せ た 状 態 。  

※5 ： 硬 膜 穿 刺 後 頭 痛 。 低 髄 液 性 頭 痛 で 、 硬 膜 を 穿 刺 し た 穴 か ら 髄

液 が 濾 出 す る こ と で 発 生 す る 。  
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図 １  初 診 時 の 症 状 （ 異 常 感 覚 ）  

 

 

表 １  初 診 時 の 診 察 所 見  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2  治 療 経 過  
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図 2  初 診 時 の 治 療 点  
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